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第１節 地球温暖化の防止 

 

年々深刻化している地球温暖化、酸性雨、熱帯雨

林の減少などの地球環境を蝕む現象は、将来の世代

にも影響を及ぼす課題であり、国際的に協調して取

り組むべき問題となっています。 

平成４年６月、ブラジルにおいて人類共通の課題

である地球環境の保全と持続可能な開発の実現のた

め、地球サミットが開催されました。この会議では、

「気候変動枠組条約」と「生物多様性条約」への署

名が開始されるとともに、「環境と開発に関するリ

オ宣言」、「アジェンダ21 」などについての各国の

合意がなされ、世界が地球環境保全に向けて行動を

開始しています。 

また、平成９年12月には、地球温暖化防止京都会

議が開催され、地球の急速な温暖化に歯止めをかけ

るたに世界百数十か国が集まり、温室効果ガスの排

出量の削減について討議し、京都議定書が採択され

ました。その議定書では2008年から2012年までの期

間中に、温室効果ガスを1990  年の水準より少なくと

も５％削減することを目的として、先進各国の削減

目標を設定し、我が国は６％の削減を世界に約束し

ました。 

一方、平成14年８月26日から９月４日まで、南ア

フリカ共和国において、持続可能な開発に関する世

界首脳会議（ヨハネスブルグサミット）が開催され、

各国首脳の持続可能な開発に向けた意志を示す｢持

続可能な開発に関するヨハネスブルグ宣言｣を採択

しました。 

さらに、国連の気候変動枠組み条約事務局（ドイ

ツ・ボン）は平成16年11月18日、ロシアが同日、地

球温暖化防止のための京都議定書の批准書を国連に

寄託したことを確認、90日後の平成17年２月16日に

同議定書が発効しました。 

これに伴い、日本など議定書を批准している先進

国30か国は温室効果ガスの排出量削減目標達成を法

的に義務付けられるとともに、排出量取引も法的に

認められることになりました。 

このような状況の中、本市では、地球環境を保全

するため、新しい「高松市環境基本計画」を平成20

年３月に改定し、その中で、地球温暖化の防止を重

点施策の一つに掲げ、 市民、事業者、行政が、地球

温暖化対策を共通の課題として、自らのライフスタ

イルや社会経済活動を見直し、温室効果ガスの排出

量削減に一層取り組むため、平成20年12月に「高松

市地球温暖化対策」を策定し、平成21年10月には、

市民団体や学識経験者、関係行政機関などで構成す

る「高松市地球温暖化実行計画推進協議会」を設置、

同協議会での議論を踏まえ、平成23年２月に「高松

市地球温暖化対策実行計画」を策定しました。 

また、一事業者・一消費者の立場から、市民や事

業者に率先して、行政活動から生じる環境負荷の軽

減に取り組むため、平成12年３月に「高松市役所に

おける環境行動率先実行計画」を策定するとともに、

同計画を、地球温暖化対策の推進に関する法律（平

成10年法律第117号）に基づく、本市の温室効果ガ

スの排出抑制等のための実行計画としても位置付け、

地球温暖化対策にも取り組んでいます。 

同計画については、その後の近隣６町との合併に

よる施設数や事務事業の増加などにより、新たな目

標を掲げるなど、平成20年６月に同計画を改定し、

環境負荷の低減をより一層推進しています。 

さらに、市役所として環境に配慮した行政を推進

し、「土と水と緑を大切にする環境共生都市たかま

つ」を実現するため、市役所本庁舎の事務事業を対

象に、ＩＳＯ14001の認証を平成13年９月に取得し、

平成 19 年度からは合併町の６支所にも適用範囲を

拡大し、「環境負荷の低減」と「環境保全」の創出

に努め、平成23年度からは「高松市役所における環

境行動率先実行計画」及び「ＩＳＯ14001 環境マネ

ジメントシステム」を集約・一元化し、本市独自の

「エコシティたかまつ環境マネジメントシステム」

を策定し、「高松市地球温暖化対策実行計画」への

積極的な貢献を目指しています。 
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なお、地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排

出量削減を目的として、環境負荷の少ない自然エネ

ルギーである太陽光エネルギーの活用促進を図るた

め、「高松市住宅用太陽光発電システム設置費補助

金交付制度」を創設し、平成15年度から市内の住宅

に太陽光発電システムを設置する市民に対して、補

助金を交付しています。   

また、平成21年４月１日からは、地球温暖化の防

止の観点から、太陽エネルギー利用の普及を図り、

温室効果ガス排出量の削減に資するため、市民が自

ら居住する住宅に太陽熱利用システム（※）を設置

する場合の費用の一部を補助する制度を創設してい

ます。 

※ 太陽熱利用システムとは、不凍液等を強制循

環する太陽集熱機と蓄熱槽から構成され、温水、

冷暖房等に利用するものです。 

 

１ 地球温暖化対策 

地球温暖化は、私たちの予想を超えるスピード

で進行しており、将来に対して防止対策を講じな

ければならないことは明らかです。私たちは、子

どもや孫、それに続く世代に住み良い地球環境を

残すため、市民、事業者、行政が、それぞれの役

割を十分認識し自主的な取組を行うとともに、互

いに連携・協働のもと、エネルギー消費の抑制や、

エネルギー消費時に発生する温室効果ガス排出

量の削減に努めることが喫緊の課題となってい

ます。 

 

２ 地球温暖化対策実行計画 

(1) 地球温暖化対策実行計画の概要 

平成 20 年６月に地球温暖化対策の推進に関

する法律が一部改正され、中核市等においては、

市域全体の自然的社会的条件に応じた温室効

果ガスの排出削減等に関する施策等を含めた

実行計画の策定が義務付けられたことに伴い、

本市においても、実行計画の策定や推進を図る

ため、平成21年10月に市民団体や学識経験者、

関係行政機関などで構成する「実行計画推進協

議会」を設置、同協議会での議論を踏まえ、平

成 23 年２月に「高松市地球温暖化対策実行計

画」を策定しました。 

計画では、目標の実現に向けて、４つの基本

施策のもと 14 の主要施策を定めるほか、本市

の地域特性をいかし、重点的に取り組む２つの

プロジェクトとして、「交通・エコシティたか

まつ推進プロジェクト」及び「ソーラー・エコ

シティたかまつ推進プロジェクト」を掲げ、自

転車利用環境の整備や公共交通の利用促進、太

陽エネルギーの利活用に取り組むこととして

います。また、地球温暖化対策に関する実践活

動を行う市民活動団体に対して、その自主的な

実践活動を支援するため、平成 23 年度から地

球温暖化対策実践活動促進事業補助金を交付

するなど、効果的な取組を推進しています。 

ア 計画期間  平成22年度～32年度 

イ 対象区域  高松市全域 

ウ 削減目標  温室効果ガスの排出量を 

平成 32 年度までに基準年

（平成２年）比25％削減 

(2) 温室効果ガス排出量の状況 

高松市における平成23年度（※1）の温室効果

ガス排出量は、2,894千t-CO2であり、平成２年（基

準年）と比べ、7％増加しています。温室効果ガ

ス排出量が増加した主な原因としては、伊方原子

力発電所の停止の影響を受け、電力のCO2排出係

数（※2）が悪化（平成22年度：0.326kg-CO2/kwh 

→ 平成23年度：0.485kg- CO2/kwh）したことが

挙げられ、電力消費を原因とする排出量の割合が

大きい民生（家庭・業務）部門からの温室効果ガ

ス排出量が増加しています。 

項 目 温室効果ガス総排出量 

内 容 二酸化炭素換算排出量 

H2（基準年） 2,714千t-CO2 

H23 2,894千t-CO2 

H2 → H23 +7％ 

※1 算定に必要な各種データの公表時期の関

係で、算定可能な直近年は平成23年となる。 

※2 電力の CO2排出係数：使用電力量 1kwh あ

たりのCO2排出量（発電時に排出） 
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３ エコシティたかまつ環境マネジメン

トシステム 

地球温暖化問題は、21 世紀において、私たち

人類が解決しなければならない最重要課題の一

つで、我が国が目指す低炭素社会の実現に向けて

は、国の取組だけではなく、地方自治体の果たす

べき役割は、ますます重要になっています。  

近年、地球温暖化問題やエネルギー問題の深刻

化など、環境行政を取り巻く状況は大きく変化し

ており、本市においても、平成23年２月、行政

区域全体の温室効果ガスの排出量の削減等を目

指す「高松市地球温暖化対策実行計画」が策定さ

れたほか、「エネルギーの使用の合理化に関する

法律」が改正され、これまでの工場単位ではなく、

事業者単位でのエネルギー使用量の削減や一層

の省エネルギー対策の強化が求められています。 

これらのことから、従来の取組である「高松市

役所における環境行動率先実行計画」及び「ＩＳ

Ｏ14001環境マネジメントシステム」を集約・一

元化し、本市独自の環境マネジメントシステムで

ある「エコシティたかまつ環境マネジメントシス

テム」を策定し、事務事業から生じる環境負荷の

一層の低減と事務の効率化を図るとともに、「高

松市地球温暖化対策実行計画」への積極的な貢献

を目指しています。 

(1) エコシティたかまつ環境マネジメントシ

ステム 

ア システムの運用期間 

  平成23年度～32年度 

イ システムの対象範囲 

市の全ての課（室）・施設等における事 

務事業（指定管理者制度を導入している施

設を含む約600施設） 

ウ 環境目標として設定する項目 

平成32年度までに市の事務事業から排 

出される温室効果ガス排出量を基準年度で

ある平成21年度から18％削減。 

エ 削減の対象とする温室効果ガス 

「地球温暖化対策推進法」に定められた６

物質のうち、市の事務事業において発生量

が微小なもの及び排出量の把握が困難なも

のを除く４物質 

 

【温室効果ガス排出量に関する目標】 

項   目 
基 準 値 目 標 値 

（基準年度：H21） （目標年度：H32） 

温室効果ガス総排出量（二

酸化炭素換算） 
102,212 ｔ-CO2 

84,012 ｔ-CO2 
（18％削減） 

                                 （※H２年度比25％削減） 

【その他の環境配慮項目の数値目標】 

項   目 
基 準 値 目 標 値 

（基準年度：H18） （目標年度：H27） 

 用紙類使用量の削減 

（Ａ４判換算） 
63,488,175枚 

59,679,000枚 

（６％削減） 

 上水道使用量の削減 

（施設床面積１㎡当たり） 
1.12㎥/㎡ 

1.05㎥/㎡ 

（６％削減） 

※「用紙類使用量」は、本市の施設において、一年間に使用した用紙類の総数 

※ 本市の施設において、一年間に使用した上水道（施設床面積１㎡当たり）の使用量 

（いずれも指定管理者制度導入施設を除く。） 
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削減の対象とする温室効果ガス 排 出 源 地球温暖化係数 

二酸化炭素（CO2） 
・電気、ガス、燃料等の使用 

・廃棄物の焼却 
１ 

メタン（CH4） ・廃棄物の焼却 

・下水・し尿処理 

・公用車の使用 

21 

一酸化二窒素（N2O） 310 

ハイドロフルホロカーボン（HFC） ・公用車のエアコン使用 1300 

オ 削減に向けての具体的取組 

(ｱ) 電気や燃料等の省エネルギー対策  

(ｲ) ごみの再資源化や水・用紙類などの省

資源対策  

(ｳ) 施設等の維持・管理の環境負荷削減対

策  

(ｴ) 環境に配慮した建設工事関連対策  

(ｵ) 職員の環境意識向上対策  

(ｶ) 環境にやさしい製品の積極的な 

購入などのグリーン購入対策 

 など 

(2) 環境目標として設定する項目の実績等 

（平成25年度） 

ア 事務事業から排出される温室効果ガスの

削減 

基準年後（H21） 102,212 t- CO2 

H25 129,178 t- CO2 

対基準年度比  26.4％ 

目標値（H32） △18.0％ 

 

 

【主な排出要因と温室効果ガス排出量（H25）】 

排 出 要 因 活動量（単位） 
温室効果ガス排出量 

（単位：㎏－CO2） 

構成比 

（％） 

プラスチックごみ焼却 19,842(t) 53,474,697 41.4 

電気使用 90,149,750(kWh) 59,138,236 45.8 

灯油使用 1,601,790(ℓ) 3,988,457 3.1 

Ａ重油使用 969,522(ℓ) 2,627,405 2.0 

ごみ焼却 123,320(t) 2,170,056 1.7 

都市ガス使用 923,820(㎥) 2,060,119 1.6 

下水処理 28,065,147(㎥) 1,910,675 1.5 

その他 ― 3,808,455 2.9 

合 計 129,178,100 100.0 

イ その他の環境配慮項目の取組 

(ｱ)用紙類使用量の削減 

（コピー用紙等使用量：Ａ４判換算） 

基準年後（H18） 63,488,175 枚 

H25 58,881,544 枚 

対基準年度比 △7.3％ 

目標値（H32） △6.0％ 

 

 

(ｲ)上水道使用量の削減 

（施設床面積１㎡当たりの上水道使用量） 

基準年後（H18） 1.12 ㎥/㎡ 

H25 0.93 ㎥/㎡ 

対基準年度比 △17.0％ 

目標値（H32） △6.0％ 
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高 松 市 環 境 方 針 

１ 基本理念 

  高松市は，北は多島美を世界に誇る瀬戸内海，南は緩やかな勾配をたどりながら讃岐

山脈に連なり，田園を基調とした讃岐平野に丘陵と河川，さらに多くのため池をアクセ

ントとして持つ多様な自然に恵まれています。 

多くの先人たちによって守り継がれてきたこの恵み豊かな自然環境を，より良好な状

況で，将来の世代に引き継いでいくことは私たちの責務であり，そのためには，市民，

事業者，行政の協働の下，環境に配慮した持続可能な社会に向けた施策を推進し，生活

者の視点に立った，人と環境にやさしいまちづくりを推進していかなければなりませ

ん。 

このことから，行政自らが率先して環境に配慮した行動を推進し，本市の望ましい環

境像である「土と水と緑を大切にする環境共生都市 たかまつ」の実現を目指します。 

２ 基本方針 

(1) 高松市環境基本計画に基づき，環境の保全と創造のための各種施策を積極的に推

進し，人と環境にやさしいまち・高松をつくります。 

(2) 環境への負荷の少ない循環型社会の構築に向け，省資源・省エネルギーや廃棄物

の減量，再資源化に努めます。 

(3) 環境マネジメントシステムを継続的に運用・改善するため，組織の運営体制を整

備するとともに，役割と責任の所在の明確化を図ります。 

(4) 環境関連法令，条例，協定等を遵守し，環境汚染の予防に努めます。 

(5) 環境目的及び環境目標を設定し，定期的に見直し，継続的な改善を図ります。 

(6) 全職員が環境方針を理解し，環境方針に沿った環境に配慮した行動が実施できる

よう研修を行います。 

(7) 環境方針及び環境マネジメントシステムに基づく実践活動の結果を公表します。 

 

平成19年６月５日 

                            

 

(3) 高松市の環境方針 

環境方針は、環境マネジメントシステムを

運営していく上での、組織の基本的な姿勢を

表明するものです。 

環境に配慮した持続可能な社会に向けた

施策を推進し、生活者の視点に立ったまちづ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くりに取り組む決意等を表明するため、環境

方針を見直し、国の定めた環境の日の６月５

日に併せて、平成19年度に新しい環境方針を

定めました。 
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第２節 省エネルギー行動の促進 

 

１ チャレンジ 25 キャンペーンへの賛同

及びクールビズ・ウォームビズの取組 

平成17年２月16日に「京都議定書」が発効し、

日本は平成20年から平成24年の間に、温室効果ガ

ス排出量を平成２年に比べて６％削減すること

が義務づけられ、様々な対策が進められてきまし

た。このような中、平成21年9月、鳩山内閣総理

大臣がニューヨークの国連気候変動サミットに

おいて、我が国の目標として、温室効果ガス排出

量を平成32年までに平成２年比で25％削減する

ことを表明しました。 

政府では、地球と日本の環境を守り未来の子ど

もたちに引き継いでいくため、「チャレンジ25」

と名付け、あらゆる政策を総動員して地球温暖化

防止の対策を推進することとしており、そのため

の地球温暖化防止のための国民的運動を、「チャ

レンジ25キャンペーン」として展開しています。 

本市は、この運動に賛同するとともに、国民的

運動「チャレンジ25キャンペーン」の活動とし

て「クールビズ」（ノーネクタイ・ノー上着）及

び「ウォームビズ」（暖房に頼り過ぎず、働きや

すく暖かい服装）に取り組み、市内の事業所に対

してもその普及を呼びかけています。 

  クールビズ・ウォームビズの取組期間 

区分 H25 

クールビズ ５月16日 ～ 10月15日 

ウォームビズ 12月１日 ～   ３月31日 

 

２ 公用車への低公害車導入 

環境保全や温暖化ガスの排出削減を推進する

観点から、市が率先して、公用車の更新時に、環

境への負荷がより少ない低公害車（電気自動車、

ハイブリッド車、天然ガス車等）を導入すること

としています。(巻末資料170Ｐ＜資料77＞) 

 

 

 

 

  低公害車導入台数の推移 

区  分  H25（台） 

塵芥収集車 

天然ガス ０ 

ハイブリッド ０ 

低公害型 1 

乗用自動車 ハイブリッド ０ 

軽貨物自動車 
天然ガス ０ 

電気 ２ 

軽乗用自動車 電気 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽乗用電気自動車 

 

軽貨物電気自動車 

 

低公害型塵芥収集車 



第５章 地球温暖化 

 - 108 - 

３ 電気自動車用急速充電器の整備 

 電気自動車の利用促進を図るため、市内３箇所

の道の駅に急速充電器を設置し、平成26年4月6

日から供用を開始しました。 

設置場所  

・道の駅 しおのえ前 

・道の駅 源平の里むれ 

・道の駅 香南楽湯 

 

４ パークアンドライドの取組 

平成18年７月29日、琴電琴平線に新駅「空港

通り駅」が開設されたことに合わせ、市内中心部

へ流入する自家用車の削減及び公共交通機関の利

用を促すため、同年８月、国道193号寺井高架橋

下の県管理の土地を利用し、53台のパークアンド

ライド駐車場と自転車駐車場を整備し、供用を開

始しました。 

 供用開始後、需要が多く予約待ちの状況であっ

たことから、平成20年１月に56台の駐車場を追

加整備しました。(巻末資料170Ｐ＜資料78＞) 

※【パークアンドライドとは】 

自宅から自家用車で最寄りの駅まで行き、車

を駐車させた後、電車やバスの公共交通機関を

利用して中心市街地の目的地に向かうシステ

ムで、道路の混雑が緩和されるとともに、二酸

化炭素の排出を少なくするなどの効果が期待

できます。 

パークアンドライド駐車場契約件数 

年 度 H25 

空港通り駅（件） 938 

（１ヶ月を１契約とする。） 

 

５ カーフリーデー高松の開催  

カーフリーデーは、環境問題を都市交通の面か

ら対処していくことを目的に、ヨーロッパで始ま

った車の利用を見直すための社会啓発イベントで、

都心部において道路を歩行者に開放し、車を使わ

ない生活や車のない都市環境を市民の皆様に体験

していただくものです。  

本市では、平成20年度から毎年実施しており、

平成25年度は、主会場の菊池寛通りと第２会場の

美術館通り（いずれも中央通りからフェリー通り

までの区間）において、９月16日（月：敬老の日）

に開催しました。 

 当日は、主会場の菊池寛通りでは、公共交通に

関するイベントを、また、第２会場の美術館通り

では、自転車に関するイベントを中心として、多

彩な催しを開催し、両会場で約３万人の方に来場

いただきました。 

また、新たに、ことでん志度線におけるサイク

ルトレインを運行したほか、電車・バスの無料乗

車券を配布するなど、公共交通の利用促進等につ

ながる取組を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ アイドリングストップ運動の推進 

県と連携して、大気汚染防止のためのアイドリ

ングストップの取組について、広報掲載・パンフ

レットを配布する等、普及啓発を実施しています。

また、500 ㎡以上の駐車場を設置・管理している

市有施設では、看板等により利用者に対してアイ

ドリングストップをするよう周知しています。 

 

７ 「たかまつ緑のカーテン・コンテスト」

の実施 

緑のカーテンは、住宅や学校、事業所等で朝顔、

にがうり、ひょうたん等のつる性植物を建物の壁

面にはわせることにより夏の暑い日差しを遮る

もので、空調等の電力エネルギーの節約や二酸化

炭素の吸収源としての効果があり、地球温暖化対

策に大きく役立つことが期待できることから、平

成25年度に「第４回たかまつ緑のカーテン・コ

ンテスト」を実施し、緑のカーテンの普及啓発を
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推進し、地球温暖化防止に努めました。 

(1) 実施内容 

「家庭部門」、「事業所部門」、「学校・保

育所･公共施設部門」の３部門でコンテストを

実施しました。 

ア 家庭部門：高松市内で自らが居住してい

る個人住宅の壁面において実施するもの。 

イ 事業所部門：高松市内の事業所、店舗、

工場等の壁面において実施するもの。 

ウ 学校・保育所･公共施設部門：高松市内

の学校（幼稚園を含む）、保育所、公共

施設の壁面において実施するもの。 

(2) 応募状況 

ア 家庭部門：39件 

 イ 事業所部門：：32件 

ウ 学校・保育所・公共施設部門：33件 

(3) 表彰等 

「ストップ！地球温暖化展」において、表彰

状・副賞の授与を行いました。 

ア 家庭部門 

  市長賞１点、香川県造園事業協同組合長

賞１点、特別賞３点 

イ 事業所部門 

市長賞１点、香川県造園事業協同組合長賞

１点、特別賞３点 

ウ 学校・保育所・公共施設部門 

  市長賞１点、香川県造園事業協同組合長

賞１点、特別賞３点 

エ 奨励賞25点（入賞者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑のカーテンの様子（高松市庵治支所） 
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第３節 地球温暖化防止の周知啓発 

 

１ ストップ！地球温暖化展の開催 

   国の定めた12月の「地球温暖化防止月間」に併

せて、「ストップ！地球温暖化展」を開催し、地

球温暖化の現状や二酸化炭素など温室効果ガス

排出量の状況、身近にできる温暖化防止対策など

の周知啓発を行うとともに、市民の地球環境に対

する意識の向上を図りました。 

(1) 開催期間 

   平成25年12月17日（火）～12月20日（金） 

 (2) 開催場所 

市役所１階 市民ホール 

(3) 主な内容 

ア パネル展示コーナー 

(ｱ) 太陽光・太陽熱補助制度 

(ｲ)  第4回たかまつ緑のカーテン・コンテ 

スト受賞作品展示 

(ｳ) ウォームビズ 

(ｴ) 電気自動車導入状況 

(ｵ) 高松市小・中学生環境保全ポスターコ 

ンクール 入賞作品展示 

(ｶ) うどんまるごと循環プロジェクト 

(ｷ) カーボンオフセット 

(ｸ) 喫煙禁止周知啓発ポスター・温暖化防

止ポスター等 

イ パンフレット 

ウ その他 

(ｱ) 家庭の省エネ相談コーナー 

(ｲ) 高松 WARM BIZ コレクション 

(ｳ) 発電自転車による発電体験コーナー  

 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高松 WARM BIZ コレクション 
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第４節 新エネルギー普及事業 

 

１ 太陽光発電システムの導入促進 

高松市太陽光発電システム設置費補助金交付

要綱に基づき、自ら居住する高松市内の住宅（店

舗等併用住宅を含む。）に太陽光発電システムを

設置する方又は、市内に太陽光発電システム付き

の建売住宅を購入する方を対象に、平成15年度に

補助制度を設けました。 

また、平成20年７月１日から実施してきた事業

所用太陽光発電システムに対する補助制度は、国

による再生可能エネルギーの固定価格買取制度

の実施に伴い、採算性が担保されるため廃止しま

した。(巻末資料170Ｐ＜資料79＞) 

住宅用太陽光発電システム設置費補助件数等 

区  分 H25 累  計 

件   数 983 5,744 

総最大出力(kw) 4,606.86 24,732.44 

 

２ 太陽熱利用システムの導入促進 

高松市太陽熱利用システム設置費補助金交付

要綱に基づき、自ら居住する高松市内の住宅に太

陽熱利用システム（不凍液等を強制循環する太陽

集熱器と蓄熱槽等によって構成された、給湯及び

冷暖房システム）を設置する方を対象に、補助対

象経費に1/10を乗じて得た額で10万円を上限と

する補助制度を平成21年度に設けました。 

(巻末資料170Ｐ＜資料80＞) 

  太陽熱利用システム設置費補助件数 

区 分 H25 累計 

件 数 10 33 

 

３ 市有施設への太陽光発電の導入  

地域への太陽光発電システムの普及と、地域が

一体となって環境に取り組む市民意識の高揚を

図るため、市有施設へ太陽光発電システムを率先

して導入しており、平成25年度末現在、51施設

（535.44kW）に設置しています。 

(巻末資料171Ｐ＜資料81＞) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 市有財産の太陽光発電事業者への貸出 

未利用地の有効利用と再生可能エネルギーの

利用促進を図るため、平成25年度から市内２箇所

の市有地を、太陽光発電事業者に有償で貸し出し

ました。 

場 所 面 積 電池容量 貸付料（年間） 

日生ニュータウン 

浄化槽跡地 
約1,600㎡ 128.52KW 242,902円/年 

牟礼環境美化 

センター跡地 
約2,375㎡ 181.19KW 410,938円/年 

 

５ ごみ焼却余熱の積極的利用 

南部クリーンセンターや西部クリーンセンタ

ーでは、ごみの焼却時に発生する熱エネルギーを

利用して発電し、場内の電力を補うほか、余剰電

力を電気事業者に売却しています。 

また、南部クリーンセンターでは「ループしお

のえ」、西部クリーンセンターでは「かわなべス

ポーツセンター温水プール」・「かわなべ荘」に

蒸気を熱源とした高温水を供給しています。 

 

 

牟礼支所・コミュニティセンター 

 


